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　岡山大学薬学部で の病院早期体験学習 へ の取 り組み
一 学生の学習に対するモ チベ ー シ ョ ン を高めるために
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　Six−year　pharmacy　educ 乙しtion　culTiculums 　started 　ill　Japan　ill　April　2006　and 　universities 　have　bccn　conducting 　early 　cx −

posure 　ID　hospital　 work 　1）rograms 、　We 　conducted 　 such 　 a　program　 at　Oka｝
’ama 　University　h（，spital　for　451 ’irst−year しlnder −

graduatc　pharmacy　 studcnts 　 at　Okayama 　Universi1y．　In　the　hospital　the　 students 　 visited 　 a　pharmacy，　 clinical 　 trial　 center ，
hospital　wai ’d，　rehabilitation 　divisio冂 and 　an 　intcgratcd　support 　ccntcl

・for　patientsJed　by　hospital　pharmttcists　and 　teachers

of 　the　faculty　 of 　pharmacy．　In　the　pharmacy，　they　 experienced 　the　dispensing　 of 　a　 simulated 　prescrip1jon．【n　the　present

program，　 we 　obtained 　the　help　of　not 　only 　pharmacists　but　a］so　other 　medical 　 stafG
’
including　physicians，　nurses ，　clinical 　re −

search 　coordinators ，　physical　therapists，　 social 　workers ，　 and 　 arranged 　it　 so　that　students 　 could 　feel　the　importance　 of 山 e

medical 　 care 　team ．

　Aquestionnaire　survey 　Gonducted 　before　and 　 aftcr　the　car ［y　expos ．　ure 　to　hospital　 wc ）rk　program　indicated　that　a 四 〇f　stu −

dents　were 　satisfied 　with 　it，　and 　many 　students 　were 　lnore 　awa エe　of 　lhe　roles 　of 　hospi1al　phamlacists　a且ld　their　skills，　In　ad −

dition，　comments 　 made 　by　studonts 　showed 　that　thcy　had　groatcr　rnotivati 〔〕n　fく〕r　leanling，　 were 　more 　 a“ are 　 of　the　imp（）r−

tance 　of 　the　medical 　 ca 【
’
e　tcam 　and 　 communication 　skills．　Thcsc　rcsults 　 suggcst 　tllat　it　 wou ］d　be　 useful 　to　introduce　 such

early 　exposure 　to　hospital　work 　programs　into　primary　education 　lbr　pharmacy　students ．
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緒 言

　医療の 高度 化 と多様化 の 中 で ，医療現場 に 即 した レ ベ

ル の 高 い 薬斉「」師 の 育 成 が 杜会的ニ ーズ とな っ て い る．そ

の よ うな背 景 の もと，わ が 国で は 2006 年度 よ り薬学部

6 年制 が ス タ
ー

トし，日本薬学会 「薬学教育 モ デ ル ・コ

ア カ リキ ュ ラ ムー1 に 準 じ て ，各大学 で 新 しい カ リキ ュ ラ

ム が作成 され，その 新 カ リ キ ュ ラ ム の 特徴 と して 早期体

験学習が 導入 さ れ た，

　早期 体験学習 は 人 学後早期 に 卒業生 の 活躍す る現場 な

ど を 見学
・
体験す る こ とで ，学 牛 の 学習 に 対す る モ チ

ベ ーシ ョ ン を高め る こ とを狙 い と して，医学や 歯学 な ど

医療系学部 の 導 人教育 に取 り人 れ ら れ，高い 教育的効 果

「
一
葡 而鸛 中 1−1コi、1＋ 1，、T 、。、hi＿ 、k、，・k。v 、r、a−，hi，7・・ 853・J、pan
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が 報告 さ れ て い る
［．2〕．薬 学部 で も，2006 年度 よ り6 年

制の 学生 に対 し，全 国 の 大学 で 早 期 体 験 学 習 が 行 わ れ て

い るが ，薬剤師や そ の 他 の 医療従事者 が 行う業務 を見 学

し説明 を受 けて 学 ぶ 見学型 の 学習 の み を実施す る大学が

ほ とん どで あ る ．一
方，見学型の 学習 だ けを行うの で は

な く，模擬体験型 の 学習を取 り入れ る こ と に よ り教育的

効果が 向 ヒす る との 報告が数多 くあ る
36 〕，われわれは，

剛 1「大学薬学部 6 年制学生 に 対 し，早期体験学習 実施前

に ア ン ケ
ートを行 い

， 病院薬剤師の 業務 の 中から 「見学

した い 業務」 と 「体験 した い 業務 」を調査 した，その 結

果，調剤 以 外 の 業務 で は 見学 した い と の 希望が多数 で

あ っ た の に 対 し，調剤業務 で の み 体験 した い との 希望 が

多か っ た（表 1），そ こ で ，木結果 よ り，わ れ わ れ は 模擬

処方せ ん に よ る調剤体験 を組 み込 み，岡山 大学病院 で の

早期体験 学習 を実施した．

　また，本早期体験学習 にお い て，わ れ わ れ は 学生 に対

し薬剤部 の ほ か に，治験 セ ン タ
ー
，病棟，検査部，リハ

ビ リテーシ ョ ン 部お よ び 患者支援セ ン ターで の 見学
・
体

験 を実施 した．さ らに，学生 の指導は，薬剤師だ けで な

く医師，看護師，治験 コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー
，理学療法士，

ソ
ー

シ ャ ル ワ
ー

カ
ーな どの 医療 ス タ ッ フ の 協力を得て 行

い
，

チ ー
ム 医療 の 重要性 を学生が体感 で きる よ う に 企

画
・
実施 した．

　今回 ， 甲期 体験学習実施前 と実施後で 学生 に 対 し ア ン

ケート調査を行 い ，そ の 結呆，本体験学習 の 有用性 を 見

出 した の で 報告 す る．

方 法

1， 対象

　 2006 年度 入 学の 岡山大学薬学部 6 年制学生 45 名 を対

象 と し，そ の 対 象学 生 を 3 回（実 施 日 ：2006 年 5 月 12

表 1，早期 体 験学 習実 施前 に お け る 学生 の 病 院 薬剤

　　 師業務 に 対 す る 「見学」 また は 「体験」希望

　 　 の 調査 結 果

業務内容 　　　　　　　　　 見学 （名）　　　　体験 〔名）

調剤　　　　　　　　　　 18　　　　　　 34

注 射薬調剤　　　　　　　　　　23　　　　　　　14

製剤　　 　　　　　 　　　22　 　　　　　 22

抗が ん剤 調製　 　　 　　 　　 　　 28　 　　 　　 　　 10

薬 務　 　 　 　 　　 　 　 　 　 26　 　 　 　　 　 17

医薬品情 報管理 　　 　　 　　 　　 　25　 　　 　　 　　 4

薬剤 管理 指導　 　　 　　 　　 　　 24　 　　 　　 　　 7

月艮薬 ｝旨導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31　　　　　　　　　　　　　　　　13

麻 薬管理 　 　 　 　 　 　 　 　 　 26　 　 　 　 　 　 7

治験 管理　 　　 　　 　　 　　 　 23　 　　 　　 　　 6

薬 物血中 濃度モ ニ タ リング　　　　　　　24　　　　　　　T1

表中 の 数値 は学生 の 数を示す．
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日（金 ），6 月 9 日（金 ），7 月 7 日（金 ），実 施 時 間 ：15 ：00

−一・18 ；30）に 分けて ，1 日 に 14−16名の 学 生 に 対 して 岡山

大学病院 で の 甲期 体験学習 を 実施 した．さ ら に，これ ら

の 学生 を 1 日 あた り 3 つ の グ ル ープ に 分 け，1 グル
ープ

を 4−6 名 と し，各 グル ープ に対 し 1名 の 指 導薬 剤 師が 担

当 し，さ ら に引率と して 1名 の 薬学部教員が 同 行 した，

なお ，3 名の 指導薬斉「」師 の 内訳 は 岡 Lh大学病 院薬剤師2

名 と 岡 1［［大学 薬 学 部 教 員 （岡 山 大 学 病 院 薬 剤 師 兼務 ）1 名

で あ っ た．

2． 事前講義

　学生 に対 して
， 早期体験学習実施 口前 に 事前講義 を

行 っ た．事前講義 の 内容 は早期体験学習 の 意義
・
目的 の

説明 に は じ ま り，病院薬剤師 の 業務 に 関す る 簡単な 説

明，そ して ，病院内で の 態度 や 身だ しなみ に 関す る諸注

意 で あっ た，

3． 早期体験学習 のプロ グラ ム

　本早期体験学習で の 実施内容 を表 2 に示 した，まず，

オ リエ ン テ
ー

シ ョ ン として 薬剤部長の 挨拶に は じま り，

学生 ，病院薬剤師お よび 薬学部教員 の 自己 紹介 そ して各

種注意事項 の 確認を行 っ た，そ の後，各グ ル ープ に分 か

れ て 指導薬剤師の も と，薬剤部，治験セ ン タ
ー
，病棟，

検査部，リハ ビ リ テ
ー

シ ョ ン 部お よ び 患者支援セ ン タ ー

で の 見学
・
体験 を実施 した．

　 1）es剤部 ：学生 は，調剤室，注射室，製剤室，薬務室，

医薬品情報管理 室，薬剤管 理 指導室 お よび 薬物血 中濃度

測定室 を川頁次見学 し，仕事内容や 病院内で の 役割 に つ い

て指導薬剤師よ り説明を受けた．さ ら に，調剤室 で は，

指 導薬 剤 師（薬 学 部 教 員 ）の も と模 擬 処 方 せ ん に よ る 調剤

を体験 した ．

　2）治験 セ ン タ
ー

：副セ ン タ
ー

長（副薬剤部長）お よ び治

験 コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

か ら，治験業務 の 仕事内容 お よ び 社

会的 な 意義 に つ い て の 説明を 受け た ．

　3）病棟 ：小児科 ・小児神経矛平を見学 し，同行 して い る

指導薬剤師 の 説明 を受けた．訪問 時 間帯 に よ っ て は 教授

回診 を見学で きた グ ル
ープ もあ っ た，

　4）検査部 ：中央採血 室 に て 同行 の 指導薬剤師が，検査

部 の 仕事内 容お よ び 病 院 内で の 役割 に つ い て の 説明 を

行 っ た．

　5）リハ ビ リ テ ーシ ョ ン 部 ：理 学療法十 か ら リハ ビ リ

テ
ー

シ ョ ン 部 の 説明を受け，訪 問 時 間帯 に よ っ て は車イ

ス お よ び 松葉杖を体験 した．

　6）患者支援 セ ン タ
ー

：患者支援 セ ン ターの業務内容，

社会的意義，退院後 お よ び遠隔地の 患者 へ の 支援方法に

つ い て ，当セ ン タ ーの 看護師長 が ス ラ イ ドを用 い て説 明

を行 っ た．

　 こ れ らの 病院内で の 見学 ・体験後，学生 は 病院薬剤師

N 工工
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　　　　 表 2．岡 山大 学病 院 に お け る早期 体験学習 の ス ケ ジ ュ
ール

．。 、． 。テ ーシ ， ン ．t薬斉l」部長挨 拶，自。紹介，説 。 ．注意。項醜 、忍（，。分）

一

一

・薬剤部 ・・調剤 室，注射室，製斉1」室 ，医薬品情報管 理 室，薬物血 中濃度測 定室 等を見学 〔30分）

　 　 　 　 調 剤室 に て模擬処 方せ ん に よ る調剤体験 （30分）

・
治験セ ン タ

ー・・
副セ ン ター長 （副薬剤 部長 ） と治 験 コ ーデ ィ ネータによ る説明および見学 （10分）

・病 棟
・　 ・小 児 科 ・小 児神経科 を見 学 （20分）

・検査部 …　　 中央採血 室を見学 （10分）

リハ ビ リテ
ーシ ョ ン 部

…　　理 学 療 法 士 に よる説 明お よび見 学 （10分）

・患者支援セ ン ター・　 ・当セ ン タ
ー

看護師長よ りス ライ ドを用い た 説明（40分）

・
総括

・
総合討論 （40分 ）

一 ． 一

お よ び薬学部教員 と と もに総合討論 を行 い ，早期体験学

習 の 意義 ，
チ ー

ム 医療 や 6 年間の 薬学教 育 の 重 要 性 な ど

につ い て 討議 した．

4， 早期体験学習の 事前 ア ンケ ート調 査

　岡山大学病 院で の 早期体験学習 を 実施 す る 前 に ア ン

ケート調査 を行 っ た．ア ン ケートで は，病院薬剤師の 業

務 の 中か ら，調 剤 業務，注 射 薬 調 剤 業 務，製剤 業務，抗

が ん 剤調製業務，薬務業務，医薬 品情報管理 業務，薬剤

管 理 指導業務，服薬指導業務，麻薬管理業務，治験業務

な ら び に薬物 血 1．ト1濃 度 モ ニ タ リ ン グ 業務 を列挙 し，「見

学 した い 業務」 と 「体験 した い 業務 1を 調 査 した．さ ら

に，こ れ らの 業務内容 を早期体験学習実施前 の 学生 が ，

どの 程 度 イ メ
ー

ジ で きる か に 関 し て 「で きる 」「少 しで き

る 」「で きな い 」の 三 段階 で 回答 を 得 た．な お，本 ア ン

ケ
ー

ト調査は ，早期体験学習実施 日前 の 事前講義終了後

に 行 っ た．

5． 模擬処方せ ん に よ る調 剤 体験

　学 生 は 指導薬剤師 よ り模 擬 処方せ ん 耒S よ び 各薬剤 の 添

付文 書 を受 け と り，簡 単 な 説 明 の 後，模 擬 調 剤を体験 し

た．この 模擬 処 方せ ん の代 表例 を図 1 に示す．模擬処方

せ ん は 令部 で 8種類 準備 し，各処ノ∫せ ん に は少な くと も

1 つ の 疑 義 照 会 ポ イ ン トを 設 け た ．な お ，本早期体験学

習終了後の総括 ・総合討論時 に ， 各処方せ ん の 疑義照会

ポ イ ン トにつ い て 講義 を行 っ た．

6． 早期体験学習実施後の ア ンケ
ート調査

　早期体験学習実施後の ア ン ケートで は，学生 の 本体験

学習 全般 に 対す る 満足度 の 調査 を行 っ た．また，病院薬

斉IHIIjの 業務内容 を学 生 が ，どの 程度 イ メ ージで きる よ う

に な っ た か に 関 して 「で きる」「少 しで きる 」［で きな い 1

の 三 段階で 回答を得 た．加 え て ，早期体験学習を実施 し

た こ と に よ り薬剤部内の 業務 の 中で 興味 を持ち，よ り深

く知 りた くな っ た業務 に つ い て も複数 回答 可 の 条 件 で ア

ン ケ
ー

ト調査 を行 っ た．さ ら に，本体験学習 を経験 した

こ とで ，「基礎 と臨床薬学 の 知識」「患 者様や 他 の 医療 ス

タ ッ フ との コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン 」「チ

ーム 医 療 」そ して 「身

だ しなみ や 態度」 の 必要性 を どの 程度感 じた か に つ い て

も調査 した．また，本早期体験学習 お よ び模擬調剤体験

に 対 す る学 生 の 意 見 お よ び 感 想 を 得 た ．な お，本 ア ン

ケ ート調査 は早期体験学習終∫直後に実施 した．

結 果

1． 病院早 期体験学習 に対する満足度

　早 期 体 験 学 習 全体 に 対す る 満足度 の ア ン ケート調査 結

果 を図 2 に示す．ア ン ケ
ート結果 に よ る と，対象学牛 45

名全員が満足 以 上 と答 え，さ ら に，3 分 の 2 の 学生 は 非

常 に 満足 と回答 した．

2，今回の 早期体験学習 全般 に対す る学生の 意見および

感想

　早期体験全 般 に 対 して 「大 学 に入 学 して か ら 目標が 薄

れ て い たが，囗標 が は っ き り見えた一1「6年後 の 自分 の 将

来 像 が 見 えて ，本当 に モ チ ベ
ー

シ ョ ン が 高 ま っ た 」「す ご

く良か っ た で す，薬学へ の 向学心 の 起爆剤 と して 必要だ

と思 うの で，ぜ ひ 来年以降も続けて ドさ い 」1
一
今回，病院

内 を見学 した こ とで 将来自分 も，こ うい う所 で 薬剤師 と

し て 働 きた い 」「医師 や 看護師等 の 医療 ス タ ッ フ との コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 重要性 を知 っ た 」「薬剤師の 活躍 の 広

さや 重要性 を知 り薬剤師 に な りた い と，よ り強 く思 うよ

うに なっ た」 な ど の 意見や 感想 が 多数 あ り全 体 的 に 好 評

を得 た．　 一
方，「年 に 1 回で は な く，も う少 し回 数 が 多
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一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

630 医 療 薬学 Vol．33，No ，7（2007）

聖 ＿ ＿ 義 ＿ 5［壁
公 MA 担 者 癢｝号

公 費 負 但 医 ff
の 量 給 者 番 号 懿羅

議
1．Rp1　 フエ ノバ

ー
ル 錠 （3αng ）　 4錠

1 日 2回 　 朝
・
夕食 後 　 7 日分

Rp2 　ク レメジン細 粒 （2g／包 ）　 3包

　　　　　
，　　　「

方
　　　　「

一
1 日 3 回　 毎食後

　　 　
一

以下 余 白

慵．

1考

課剤 済年 灯

了
　 平 成 　 　 年

保 険 簗 局 の 所 在地　及　び　名　粽
保 険 塰 剤 師 民 名

図 正，模擬処 方せ ん例

ア 目分

月 　 　 　E

 

DS

B8

模擬処方

公 費 負 筆旦 者 毒 号

公 資 負 担 医 療

の受給 者番 号

全 部 で 8種 類 の 模擬 処 方せ ん を準 備 し，各処 方 せ ん

に は 少 な くと も 1 カ所 の 升 義 照 会 ポイ ン トを設け，
学 生へ の 配 布時に は 各薬 剤 の 添付 文書 を添 え た．

　 45

　 40

（　35

圏 30e25

姻 20
卦 15

　 10

　 5

　 0
不 満 満足

学 生の満足 度

実 施前

口 でき る　口 少 しで きる 　■ で きな い

実施後

非 常に満足

図 2．今 回の 病院早期体験学習 に 対 す る 学 生 の 満 足
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図 3，病院薬剤師の 茅務 内容に 対 す る学 生の 認知 度

　　 左 図 は 早期体験学習実施前の 回答で あ り， 右

　 　 図は 実 施後 の 回答 を示す．

加 した ，さ らに，甲期 体験学習実施前の ア ン ケ
ー

ト調査

で は，薬剤部内で の 業務内容 が 「イ メ
ージ で きな い 」 と

回答 した 学生 の 人 数 は，麻 薬 管 理 業務 の 39 名 お よ び 治

験管理業務の 36 名をは じめ と して ，その 他 の 大 務 で も

「イメ
ージで きな い 」との答えが め だ っ て い た が ，早期

体験実施後 に は 「イ メ
ー

ジ で き な い 」 と回答 した 7生 の

人 数 は
，

い ず れ の 業務 で も 10 名以 下 で あ IO　）調剤業務

で は 1名 もい なか っ た，

4．早 期 体 験 学 習 を 経験 して 興味が 湧い た薬剤部内 の 業

務内容

　早期体験学 習 夫 施後，興味 を持 ち，さ らに 深 く知 りた

い と感 じた 薬 剤 部 内 の 業務 内 容 は調剤業務 との 回答 が 最

も多く，45名中 33 名で あっ た，次 い で ，治験業務 の 20

名 で あ り，そ の 後 は製斉「」業務，注射薬司剤業務，薬物 血

中沖 度 モ ニ タ リ ン グ 業 務，麻 東 管 埋 業務 の 順 で あ っ た

（図 4），

け れ ば薬学生 と して の 意識 の 向上 に ，よ り有意義だ と思

う」「楽 剤 師 が 服 薬 指導 して い る と こ ろ を見学 し た か っ

た 」な ど の 早期体験学習 に対す る改 吉点 の 指摘 もあ っ た．

3．　早 期体験学 習 実 施 前 後 で の 薬剤 部内 の 業務内容 に 対

する 認知度 の 変化

　図 3 に示 した よ うに，［病 院薬剤師の 業務内容 を イ メ
ー

ジで きる か」 と の 質 問 に対 し，早期体験学習実施前 と比

較 して 体験学 習 実施後で は，す べ て の 業務内容 で 「イメ
ー

ジ で きる」 と回答 した学生 の 人数が 増加 した，特 に ，調

剤業務 や 治験管 理 業務 の 内 容 が 本 早期 体験 学習 に よ り，

「イ メ
ージ で きる 」 よ うに な っ た 学生 の 人 数 は 大幅 に 増

5．模擬調剤体験 に 対す る学生 の 意 見 お よび 感 想

　模恢詞剤体験 に 対 して 1自分 の 手 で本物 の 薬 に触 れ た

こ とに感動 した」「今回，楽 を 出す側 に な っ て ，患者 と し

て は 見えて い な か っ た こ とが 見え た 」「忙 しい 時 間帯 で も

正 確 な作業が で きる 現場の 辰剤師は
， す ごい と感 じた」

「戸 惑うこ とが 多か っ た け ど，実際 に業務 を体験 し て 楽

剤師 の 仕事の 責任感や 難 しさが わ か っ た」「自分 と比 べ ，

薬剤 師の 人 が テ キパ キ とや っ て い て 驚い た，自分 もそ う

な りた い 」な どの 意見 お よ び感想 が 彳寸 られ た．

　また，そ れぞ れ の 模擬 処 ノ∫せ ん に ，少 な くと も 1 ヵ 所

の 疑義照会ポ イ ン トを 設けた こ とに 対 して 「問退点を見

つ け よ う とす る こ とで，気持 ちが 高 ま りま した」「処方せ
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ん に 従 っ て 調剤す る だ けで な く， 患者 の 病状や 薬の 飲 み

合 わせ 等 も考慮す る必要性 を感 じた 」「た だ 薬 をつ め る だ

けで な く，知識 を持 ち，経験 をつ み ，処方の 不備 な ど に

気付 く大切 さが わ か っ た 」「資料（添付文書の こ と）が あ る

か ら処方せ んの 問題点が わ か っ た け ど、自分の 知識 だ け

で は 出 来な か っ た」との 意見や 感想 が多数 あ っ た．一方，

「時 問が 短 か っ た の で 深 く考 え る こ とが 出 来 な か っ た 1

「次の 班 が 来 て し まい ，途 巾で 追 い 出 され た 感 じ に な り

残念 で した」との 模擬 調剤体験の 時 間 配 分 に 関す る 改善

点 を 指摘 した学生 もい た，

6．　早期体験学習実施後 の 病院薬剤師 とし て の 素養に 対

す る 意識 調 査

　〒期 体験実施後，病院薬剤師と して の素養に対する 学

生 の 意識 につ い て ア ン ケ
ー

ト調査 した，表 3 に示 した よ

うに ，ア ン ケ
ー

ト調 査結 果 は，い ず れ の 項 目 で も，すべ

て の 学生 が 「必要 で あ る 」以上 を選択 した．また
， 「基

礎お よび 臨床薬学の 知識」 と 「多 くの 医療ス タ ッ フ と 協

力 した チ
ー

ム 医療」に 対 し て ，45 名中 42 名の 学生 が 1非

常 に 必要で ある 」 と 回答 し， 「患者様 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 」お よび 「病院内
・
薬局内の ス タ ッ フ との コ ミュ

ニ ケー
シ ョ ン 」に 対 し て は 39名 の 学 崖 が，そ して ，「薬

剤師 と して の 身 だ しな み 」に 対 して は 33名 の 学 生 が 1
一
非

常 に 必要で あ る 」 と答 え た．

考 察

　今 同，実施 した 岡 山大学病院で の 早 期体験学 習 の 実施

内容全般 に 対 し，対象学生 の 45 名全員が 満足 して お り，

また ，「大学 に入 学 し て か ら 目 標が 薄 れて い たが，目標

がは っ きりと見えた 」「6 年後 の 自分 の 理想像が見 え，モ

チ ベ ー
シ ョ ン が 高ま っ た 」や 「薬学 へ の 向学心 の 起爆剤

と して 必要」 な どの 学習 に 対す る 意欲 の 向上 を感 じさせ

る コ メ ン トが 多か っ た．学 生 の 満 足 度 お よ び コ メ ン ト

は，実習 お よび 体験学習 に よ る教育的効果 を反映 し，重

要な 指標 と され て い る
5・7，E／．こ れ らの こ と か ら，本 早期

体験学 習の 実 施 に よ り，学 生 の 高 い 満 足 度 が 得 ら れ，

また，今後 の 学習 に対 す る モ チ ベ ーシ ョ ン が 向上 し，教

育的 効果 に つ なが っ た と考え られ る．

　本 早期 体 験 学 習 で ，学生 は ，薬 剤部，治験セ ン タ
ー・，

病棟，検査部，リハ ビ リ テ
ー

シ ョ ン 部 お よび患者支援 セ

ン タ
ー

を見学 ・体験 し た．まず，薬剤部内で は病院薬剤

師 お よび薬 学 部 教 員 指導 の もと，学生 に 対 し調 剤室，注

射
．
室，製剤室，薬務室，医薬 品 情報管 理 室，薬剤管 理 指

導室お よ び薬物血．中濃度測定室で の 見学 ・体験を実施 し

た ．そ の 結 果 ，薬 剤部内に お け る 病院薬剤師 の 業務内容

に対す る学生 の 認識お よ び認知度が高 ま っ た．

　 さらに，わ れ わ れ は，早期 体験学習実施前の ア ン ケー

ト調査 で 「調剤業務 を体験 し た い 」 との 学生 の 希 望 が 多

か っ た こ とを受け ， 模擬処方せ ん を用 い た 調剤体験 を実

施 した．そ の 糺果，模擬調剤体験 に 対 して i調剤業務 を

体験 して 薬剤師の 仕事 の 責任感や 難 し さが わ か っ た 」「忙

しい 時間帯 で も，正確な作業がで きる 現場の 薬剤師 はす

ご い 」 な ど の 意見 お よ び 感想 が 得 られ，調剤業務 の 内容

や 重 要性 に 対す る 認識 と理 解 を読 み取 る こ とが で きた．

ま た，本早期体験学習実施 に よ り，薬剤部内 の 業務の う

ち調剤業務 で，学生 の 業務 内 容 に対 す る 認知 度 が 最 も高

ま っ た，さ らに，早期体験学習 実施後 に，興 味 が 湧い た

薬剤部内 の 業務内容 を尋 ね た と こ ろ 調剤業務 と の 回答が

最 も多か っ た，末丸 ら
Sl
は，薬学 部 4 年次 生 を対象と し

た病院実習 に お い て ，体験 か ら習得 され る 知識 は 学生 の

理 解度 を増加 させ ，実習に 対す る 満足度 を 向上 させ る こ

と を見出 して い る，また
， 相良 ら

t
）〕は

， 医療薬学系大学

院生 を対象 と した 病院実習で ，よ り実践的 な 内容 を体験

させ た 業務 で は
， 実習後 ， 学生 の 業務内容 に 対 す る関心

や 興味 が 高 まる こ と を 報告 して い る．す な わ ち，今圏，

　 　 　 　 　 　 　 調剤

　 　 　 　 　 注 射 薬 調 剤

　 　 　 　 　 　 　 　製剤

　 　 　 　 　 　 　 　薬務

　 　 　 医薬 品情報管理

　 　 　 　 薬剤管理指導

　 　 　 　 　 　 麻 薬 管 理

　 　 　 　 　 　 治 験 管 理

薬物血 中濃度モ ニ タリン グ
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図 4．早 期体．験学 習 を経験 して 興 味 が湧 い た病 院薬 剤 師

　 　 の 業務 内容
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表 3．早期 体験 学習 実施 後 に お ける 病 院薬 剤 師 と し て の 素養

　　 に対す る 学生 の 意識調査

必 要ない 必要 である
非常に

必要 である ．

薬剤師としての 身だしなみ 　　 　　 0
一

0 6 6　 　　 　　 33

i爨 嫣 ．

o 0 3 34 39

院内 ・
薬局 内の ス タッフ との

コ ミュ ニ ケ
ー

ション　　　　　　　ヒ
Q 0

　　　12

　 　 　 1
39

多くの 医 療スタッフと

協力 したチ ーム 医療　　一一
0 0 0

　　 旨　　
3 42

薬学 （基礎
・
臨床）の 知識 0 0

一一

　 〇 3 42 （名 ）
　　．．

表中の 数値 は学生 の 数 を 示 す

早期体験学習 に模擬調剤体験 を組み 込 ん だ こ とに よ り，

調剤業務 の 内容 や 重 要性 に 対する 学生 の 認知度，理 解度

お よび 興味 を高 め，本早期体験学習 に 対す る 満足度 を 向

上 させ た と考 え られ る．

　ま た，各模擬 処方せ ん に は，少 な くと も 1 カ 所 の 疑義

照 会 ポ イ ン トを設 け，学生 は 各薬剤 の 添付文書 を も と に

問 題点探 し を試 み た．こ れ らの 試み に 対 して ，学生 よ り

「問題 点を見 つ け よ うとする こ とで ，気持 ち が 高 ま っ た」

「患者 の 病 状 や 薬 の 飲 み 合 わ せ 等 も考 慮 す る 必 要性 を感

じ た」「知識 を持ち，経 験 をつ み，処 方 の 不備 な ど に気付

く大切 さが わか っ た」な どの コ メ ン トが あ り，模擬調剤

へ の 積極性 や 薬学知 織 の 必 要性へ の 認 識 が 窺え た．

　
・
方，薬剤部外 の 部局で は薬剤師だけで な く医師，看

護師，治験 コ
ー

デ ィ ネ
ーター

，理学療法士，ソ
ー

シ ャ ル

ワ
ーカー等の 医療 ス タ ッ フ の 協力 を得 て ，チ

ー
ム 医療 の

重 要性 を学 生 が 体感 で き る よ うに 企 画 した．早．期体験学

習 後，大半 の 学 生 が 「多 くの 医療 ス タ ッ フ と協力 し た

チ
ー

ム 医療」お よび「患者様 や 病院内ス タ ッ フ との コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン 」を非常 に 必要 と感 じて い た．ま た，「1

人 の 患者 さん に関 係する 医療ス タ ッ フ の 多さ，チ ーム 医

療 の 大切 さ を実感 で きた」「医師や 看護 師な ど の 医療ス

タ ッ フ と の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 重 要性 を知 っ た 」 な ど

チ
ー

ム 鑒療 お よ びコ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 重要「生に対す る

認識 を読 み 取れ る 学生 の コ メ ン トが多数得 ら れ た．現

在 ， 医療現場 で は薬剤師の チ
ー

ム 医療へ の 積板的 な参入

や コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン 能力向上 が 強 く求 め られ て お り，

本 早期体験学習 にお い て 学生 は，将来，薬剤師 と して 医

療現場 で 働 くた め に 必要な 技能 を 認識 した とい え る．さ

ら に，早期体験学習後，多 くの 学生 が 「薬剤師 と して の

身 だ し なみ 」 や
’
［薬学 の 知識」 を非常 に 必要 と考えて い

た，こ れ らの こ とか ら，大学入 学間 も ない 時期 に
， 学生

が チーム 医療 お よ び コ ．ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 能力 の 必要性 を

認識 し，将来，薬剤師 と して 医療現場 で 活躍する た め に

必 要 な 知 識 ，技能お よ び 態 度 を学 ぶ こ との 意義 を 理 解 し

た と考 え ら れ る．

　今回，病院お よび薬斉r］部内を見学す る だ けで な く模擬

調 剤 体験 を組 み 込 み，さ らに，薬 剤 師 だ けで な く他 の 医

療 ス タ ッ フ の 協力を得 て チーム 医療の 重 要性 を学 生 が 体

感 で きる 早期体験学 習 を実施 した．そ の 結果，本早期体

験学 習 にお い て 大学 入学 問 もな い 薬 学 生 が，病 院 ・薬 局

内 の 見学 ・体験を通 じて 病院薬剤師の 業務，役割お よ び

職能 を 知 り，医療現場で 求 め られ る知識，技能 お よび態

度 の 必要性 を認識 し た こ と に よ り，今後，学 生 の 学 習 に

対す る モ チ ベ ー
シ ョ ン 向上 が 期待 さ れ る ．　

・
方，学生の

コ メ ン トの 中 に，本 早期体験学習 に対 し 「早期体験学習

の 実施回数 を増や して ほ しい 」「模擬 調 剤体験 の 時 開 が 短

い 」「服 薬 指導 を 見学 した い 」 な どの 声 もあ り， 今後 ，
カ

リ キ ュ ラ ム お よ び 時間配分 を 再検副す る こ とで 早期体験

学習 の 有用性を，さ ら に高め る こ とが期待で きる．最後

に，今 回 の 岡 山大学 薬 学 部 で の 取 り組 み が ，全 国 の 薬 学

部お よ び薬科大学 で 実施 され て い る 早 期体験学習 を よ り

良い もの とす る た め の
・
助 と な り，

一
人 で も多 くの 優 れ

た 薬斉「」師の 育成 に つ な が る こ とを 期待す る ．
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